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郁
達
夫
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ 

一
六
五

は
じ
め
に

　

郁
達
夫
（
一
八
九
六
〜
一
九
四
五
年
）
の
散
文
「
還
郷
記
」
と
「
還

郷
後
記
」（
い
ず
れ
も
一
九
二
三
年
）
は
、
作
者
が
日
本
留
学
か
ら

帰
国
し
、
上
海
で
失
業
と
貧
困
に
苦
し
み
、
失
意
の
中
で
故
郷
に
帰

る
際
の
経
験
を
描
い
た
道
中
記
で
あ
る
。

　

十
年
近
く
に
及
ぶ
日
本
留
学
で
、
国
内
外
の
文
学
作
品
を
読
み

漁
っ
た
と
い
わ
れ
る
郁
達
夫
ら
し
く
、
こ
の
二
作
品
に
は
古
今
東
西

の
文
学
作
品
か
ら
の
引
用
や
典
故
が
多
く
、
一
読
し
て
彼
の
文
学

知
識
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
詩
人
、
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
（Robert Burns,

一
七
五
九
〜

一
七
九
六
年
）
に
関
す
る
一
節
が
二
作
品
と
も
に
挿
入
さ
れ
て
い
る

の
が
目
を
引
く
。

　

さ
ら
に
、「
還
郷
記
」と「
還
郷
後
記
」の
間
に
発
表
さ
れ
た
散
文「
詩

人
の
末
路
」
で
も
、
バ
ー
ン
ズ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
言
葉
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　

郁
達
夫
は
特
に
「
沈
淪
」
な
ど
初
期
の
作
品
群
に
お
い
て
、
多
様

な
外
国
の
作
家
・
作
品
を
引
用
し
て
お
り
、
小
説
に
お
け
る
欧
文
表

記
が
多
い
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（
１
）、
連
続
し
て
掲
載
さ

れ
た
三
作
品
で
い
ず
れ
も
バ
ー
ン
ズ
に
触
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。

　

郁
達
夫
と
バ
ー
ン
ズ
の
関
係
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
触

れ
ら
れ
た
こ
と
が
な
く
、
本
稿
で
は
こ
の
二
者
の
関
係
お
よ
び
引
用

の
意
味
と
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一　

バ
ー
ン
ズ
に
つ
い
て

一
‐
一　

人
と
生
涯

郁
達
夫
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ

―

「
還
郷
記
」「
還
郷
後
記
」
を
中
心
に―

大　

久　

保　

洋　

子
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
六
六

　

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
は
十
八
世
紀
後
半
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

生
き
た
詩
人
で
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
「
国
民
詩
人
」
と
し
て
人
々

に
愛
さ
れ
て
い
る
。
一
七
五
九
年
一
月
二
十
五
日
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
南
西
部
エ
ア
シ
ャ
ー
の
寒
村
ア
ロ
ウ
ェ
イ
に
生
ま
れ
た
。
父
親
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ン
ズ
は
農
民
で
あ
っ
た
が
、
極
め
て
厳
格
な
性

格
で
、
知
性
が
あ
り
、
哲
学
や
神
学
に
つ
い
て
の
会
話
を
好
ん
だ
と

い
う
。
母
親
に
は
教
育
は
な
く
、
字
は
書
け
な
か
っ
た
が
、
聖
書
は

か
ろ
う
じ
て
読
め
、
た
く
さ
ん
の
歌
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
、
詩
人

と
し
て
の
バ
ー
ン
ズ
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
は
七
人
兄
弟
の
長
男
で
あ
っ
た
。
生
活
は

困
窮
し
て
い
た
が
、
父
親
は
子
供
の
教
育
に
は
非
常
に
熱
心
で
、
苦

し
い
家
計
の
中
か
ら
教
育
費
を
捻
出
し
、
出
来
る
限
り
の
教
育
を
子

供
た
ち
に
受
け
さ
せ
た
と
い
う
。
バ
ー
ン
ズ
は
六
歳
か
ら
学
校
に
通

い
始
め
、
の
ち
に
近
隣
住
民
が
共
同
で
雇
っ
た
青
年
教
師
の
下
で
、

イ
ギ
リ
ス
古
典
文
学
や
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
を
学
ん
だ
。
日
常
で
使
う

言
葉
は
エ
ア
シ
ャ
ー
で
話
さ
れ
る
ス
コ
ッ
ツ
語
で
あ
っ
た
が
、
必
要

に
応
じ
て
格
調
高
い
英
語
を
完
璧
に
話
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う（
２
）。

　

バ
ー
ン
ズ
家
の
子
供
た
ち
は
生
活
の
た
め
に
農
場
で
厳
し
い
農
作

業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、ロ
バ
ー
ト
は
十
三
歳
で
脱
穀
を
手
伝
い
、

十
五
歳
で
一
人
前
の
大
人
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
幼
い
こ
ろ
一
緒
に

遊
ん
だ
地
主
の
子
供
た
ち
は
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
彼
ら
を
見
下
す

よ
う
に
な
っ
た
。
バ
ー
ン
ズ
は
、
地
位
と
人
間
の
価
値
は
ま
っ
た
く

関
係
が
な
い
と
い
う
信
念
を
捨
て
ず
、
の
ち
に
「
何
と
言
っ
て
も
人

は
人
」（For a’ T

hat and a’ T
hat

）
と
い
う
詩
を
書
い
て
い
る
。

　

一
七
七
三
年
、
バ
ー
ン
ズ
は
あ
る
農
家
の
娘
に
恋
を
し
、
そ
の
恋

心
を
詩
に
歌
う
。
十
七
歳
に
な
る
と
カ
ン
ト
リ
ー
・
ダ
ン
ス
の
学
校

に
入
り
、
恋
愛
に
熱
中
し
た
。
昼
間
の
労
働
が
終
わ
る
と
恋
人
の
も

と
へ
行
き
愛
を
語
る
の
が
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
習
わ
し
で
、

バ
ー
ン
ズ
は
こ
う
し
た
生
活
の
中
で
数
々
の
詩
を
書
い
て
い
っ
た
。

　

一
七
八
四
年
に
父
親
が
亡
く
な
る
と
、
バ
ー
ン
ズ
は
自
由
を
満
喫

す
る
よ
う
に
な
り
、
翌
一
七
八
五
年
に
父
親
の
看
病
を
し
て
い
た
女

性
と
の
間
に
私
生
児
を
も
う
け
て
い
る
。
一
七
八
六
年
に
は
将
来
の

妻
と
な
る
ジ
ー
ン
・
ア
ー
マ
ー
を
妊
娠
さ
せ
、
ジ
ー
ン
と
の
結
婚
を

彼
女
の
両
親
に
反
対
さ
れ
る
中
、
さ
ら
に
別
の
女
性
と
熱
烈
な
恋
を

し
て
い
る
。

　

ジ
ー
ン
の
父
親
か
ら
子
供
の
養
育
費
を
請
求
さ
れ
、
ま
た
収
穫
が

少
な
く
暮
ら
し
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
バ
ー
ン
ズ
は

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
移
住
す
る
計
画
を
立
て
る
。
だ
が
乗
船
の
手
は
ず
ま

で
整
え
た
も
の
の
、
出
発
を
先
延
ば
し
し
、
最
終
的
に
は
計
画
そ
の

も
の
を
取
り
や
め
て
い
る
。
こ
の
時
、
旅
費
を
工
面
す
る
た
め
に
友

人
ら
か
ら
詩
集
の
出
版
を
勧
め
ら
れ
、
一
七
八
六
年
に
『
詩
集―
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郁
達
夫
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ 

一
六
七

主
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
方
言
に
よ
る
』（Poem

s,C
hiefl y in the 

Scottish D
ialect

）
を
刊
行
し
た
。
当
時
、
詩
人
バ
ー
ン
ズ
の
名
は

か
な
り
広
く
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
初
版
の
部
数
は
六
二
〇
部
に
上
っ

た
。『
詩
集
』
は
老
若
男
女
問
わ
ず
大
歓
迎
を
受
け
、
数
々
の
文
芸

誌
か
ら
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
生
ん
だ
天
才
」「
天
与
の
農
夫
」
な

ど
と
絶
賛
さ
れ
た
。

　
『
詩
集
』
の
成
功
で
、
バ
ー
ン
ズ
は
初
め
て
首
都
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

に
上
京
し
、こ
の
文
化
の
都
で
社
交
界
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

上
流
階
級
の
女
性
た
ち
と
交
際
し
つ
つ
も
、
身
分
の
格
差
に
悩
ん
で

精
神
的
な
恋
愛
に
と
ど
ま
り
、
む
し
ろ
下
層
社
会
の
女
性
と
の
間
で

恋
愛
感
情
を
発
散
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
中
で
ジ
ー
ン
を
妻
と
し
て
認

め
夫
婦
と
な
る
が
、
奔
放
な
恋
愛
は
続
き
、
彼
の
周
囲
に
は
常
に
若

い
女
性
の
姿
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

数
々
の
恋
愛
を
重
ね
る
一
方
で
、
バ
ー
ン
ズ
は
社
会
や
宗
教
、
政

治
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
幼
少
期
か
ら
過
酷
な
労
働
を
重
ね
、

一
家
全
員
が
総
力
を
あ
げ
て
働
い
て
も
肉
屋
の
肉
を
食
べ
ら
れ
な
い

時
期
が
あ
っ
た
ほ
ど
貧
し
く
苦
し
い
生
活
が
、
階
級
差
別
や
不
平
等

を
鋭
く
認
識
し
、
抑
圧
と
搾
取
を
嫌
悪
す
る
彼
の
精
神
を
培
っ
た
と

い
わ
れ
る
。弟
の
ギ
ル
バ
ー
ト
に
よ
る
と
、ロ
バ
ー
ト
は
裕
福
な
人
々

に
対
し
強
い
羨
望
や
妬
み
を
抱
い
て
い
た
と
い
う（
３
）。

　

一
七
八
一
年
に
は
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
協
会
に
入
会
し
、
三
七
歳
で

生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
会
員
で
あ
り
続
け
た
。
一
八
世
紀
の
フ
リ
ー
メ

イ
ソ
ン
協
会
は
、
時
代
の
啓
蒙
精
神
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
組
織
が

個
人
を
援
助
す
る
互
助
精
神
を
貫
き
、
自
由
、
平
等
、
博
愛
と
い
う

新
時
代
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。
バ
ー
ン
ズ
の
『
詩
集
』
の

出
版
や
移
住
費
用
の
調
達
は
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
協
会
の
会
員
た
ち

の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
る（

４
）。

　

バ
ー
ン
ズ
は
一
七
九
六
年
七
月
二
十
一
日
に
死
去
し
た
。
晩
年
は

リ
ュ
ー
マ
チ
に
苦
し
み
、
死
因
は
細
菌
性
の
リ
ュ
ー
マ
チ
熱
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
『
詩
集
』
の
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
印
税
は

少
な
く
、
の
ち
に
始
め
た
収
税
士
の
給
料
も
減
少
し
、
慢
性
的
な
生

活
苦
に
陥
っ
て
い
た
。
死
の
九
日
前
に
も
、
知
人
に
借
金
を
申
し
入

れ
る
手
紙
を
書
い
て
い
る（
５
）。

一
‐
二　

バ
ー
ン
ズ
の
詩

　

バ
ー
ン
ズ
は
十
五
歳
で
詩
を
書
き
始
め
て
か
ら
三
十
七
歳
で
生
涯

を
閉
じ
る
ま
で
の
二
十
二
年
間
に
、
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
計

六
百
五
篇
の
詩
を
書
い
て
い
る（
６
）。

　

今
日
ま
で
、
バ
ー
ン
ズ
の
詩
や
歌
は
さ
ま
ざ
ま
な
版
の
作
品
集
が

出
版
さ
れ
、
世
界
各
国
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
一
月

二
十
五
日
の
誕
生
日
は「
バ
ー
ン
ズ
・
ナ
イ
ト
」「
バ
ー
ン
ズ
・
サ
パ
ー
」

と
し
て
、
世
界
中
で
バ
ー
ン
ズ
詩
の
朗
読
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
六
八

れ
て
い
る
。
日
本
で
専
門
家
以
外
に
バ
ー
ン
ズ
を
知
る
人
は
決
し
て

多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
卒
業
式
の
定
番
で
あ
る
「
蛍
の
光
」
の
原

詩
「
遥
か
な
遠
い
昔
」（A

uld Lang Syne

）（
７
）の
作
者
だ
と
い
え
ば
、

誰
も
が
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
想
起
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

バ
ー
ン
ズ
の
詩
作
品
の
幅
は
き
わ
め
て
広
範
に
わ
た
り
、「
ネ
ズ

ミ
に
寄
せ
て
」（T

o a M
ouse

）
な
ど
の
自
然
を
称
え
る
詩
や
、
恋

愛
対
象
と
な
っ
た
数
々
の
女
性
を
称
え
る
恋
愛
詩
の
ほ
か
、
政
治

詩
、
宗
教
詩
、
さ
ら
に
は
「
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
レ
イ
コ
ー
ン
」（John 

Barleycorn

）、「
ハ
ギ
ス
の
た
め
に
」（T

o a H
aggis

）
の
よ
う

な
酒
や
食
べ
物
を
賛
美
す
る
詩
、「
シ
ャ
ン
タ
の
タ
ム
」（T

am
 o’

Shanter

）
の
よ
う
な
魔
女
の
登
場
す
る
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
詩
、
ま
た

民
衆
に
喜
ば
れ
る
わ
い
せ
つ
な
詩
も
書
い
て
い
る
。

　

木
村
正
俊
は
「
バ
ー
ン
ズ
の
現
在―

リ
ア
ル
な
詩
人
像
を
求
め

て
」
で
、
教
会
関
係
者
や
地
主
、
貴
族
、
政
治
家
、
国
王
に
ま
で
も

異
を
唱
え
、
詩
の
中
で
彼
ら
を
痛
烈
に
非
難
し
、
あ
か
ら
さ
ま
に
揶

揄
す
る
一
方
で
、
敬
虔
な
信
仰
に
生
き
る
小
作
人
一
家
を
取
り
上

げ
、
農
夫
の
美
徳
や
家
庭
の
価
値
を
称
え
る
よ
う
な
バ
ー
ン
ズ
の

二
面
性
を
指
摘
し
、「
こ
の
両
極
の
表
現
は
矛
盾
の
よ
う
に
み
え
る

が
、
バ
ー
ン
ズ
の
内
面
で
は
、
二
つ
の
相
反
す
る
価
値
観
が
共
存
す

る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
木
村
は

こ
の
よ
う
な
バ
ー
ン
ズ
の
性
質
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
（G.Gregory 

Sm
ith

）
の
研
究
に
基
づ
き
「
カ
レ
ド
ニ
ア
的
相
反
」（Caledonian 

antisyzygy

）
と
呼
び
、
こ
れ
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
特
徴
的
に

み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
バ
ー
ン
ズ
の
場
合
と
く
に
目
立
つ
よ
う

に
み
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（
８
）。

　

こ
こ
で
郁
達
夫
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
彼
は
そ
の
作
家
人
生

で
「
沈
淪
」
や
「
茫
々
夜
」
の
よ
う
な
頽
廃
的
な
作
品
の
ほ
か
、「
春

風
沈
醉
の
夜
」「
遅
桂
花
」「
過
去
」
の
よ
う
な
内
省
と
調
和
に
満
ち

た
作
品
、「
薄
奠
」
の
よ
う
な
弱
者
へ
の
同
情
と
義
憤
を
描
い
た
作

品
な
ど
を
残
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
作
者
自
身
の
経
験
が
作
品
に
色

濃
く
投
影
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
恋
愛
、
社
会
の
不
正
の
告
発
、

慎
ま
し
く
生
き
る
庶
民
へ
の
同
情
と
称
賛
と
、題
材
は
多
様
で
あ
る
。

ま
た
、
作
品
中
で
政
治
家
や
軍
人
へ
の
嫌
悪
を
繰
り
返
し
あ
か
ら
さ

ま
に
示
し
、金
持
ち
や
権
力
者
に
嫉
妬
す
る
な
ど
、気
質
の
面
で
バ
ー

ン
ズ
に
共
通
す
る
点
が
多
い
。

　

加
え
て
郁
達
夫
自
身
の
人
生
も
ま
た
、
母
親
が
決
め
た
最
初
の
妻

の
ほ
か
、
留
学
中
の
恋
愛
遍
歴
、
二
番
目
の
妻
・
王
映
霞
と
の
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
恋
愛
と
破
天
荒
な
生
活
、
別
れ
な
ど
、
恋
愛
と
波
乱

に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た（
９
）。

　

こ
の
よ
う
な
郁
達
夫
の
気
質
は
、
バ
ー
ン
ズ
を
含
む
外
国
文
学
の

作
家
、
特
に
ロ
マ
ン
主
義
の
作
家
・
作
品
の
影
響
や
、
時
代
と
社
会

の
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
よ
り
多
く
は
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郁
達
夫
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ 

一
六
九

郁
達
夫
自
身
の
性
格
傾
向
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
こ
の
よ
う
な

性
質
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
バ
ー
ン
ズ
の
よ
う
な
ロ
マ
ン

ス
と
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
送
っ
た
作
家
に
強
く
惹
か
れ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

二　

バ
ー
ン
ズ
の
受
容

二
‐
一　

近
代
日
本
に
お
け
る
バ
ー
ン
ズ
受
容

　

日
本
で
初
め
て
バ
ー
ン
ズ
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、中
村
正
直
の『
西

国
立
志
編
』（
一
八
七
〇
年
）
で
あ
る
。
ま
た
全
国
規
模
で
は
、
明

治
時
代
の
『
小
学
唱
歌
集
』（
初
篇
〜
第
三
編
、一
八
八
一
〜
八
四
年
）

に
編
集
さ
れ
た
形
で
バ
ー
ン
ズ
の
詩
が
採
用
さ
れ
た
も
の
の
、
詩
そ

の
も
の
の
紹
介
は
明
治
中
期
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

難
波
利
夫
『
日
本
に
お
け
る
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
書
誌
』
に
よ

る
と
、
明
治
期
に
発
表
さ
れ
た
バ
ー
ン
ズ
に
関
す
る
著
書
・
論
文
は

六
十
篇
、
大
正
期
は
七
十
七
篇
に
上
る）

10
（

。

　

こ
の
中
で
特
に
目
を
引
く
の
は
、
夏
目
漱
石
の
講
演
録
「
英
国
詩

人
の
天
地
山
川
に
対
す
る
観
念
」（
一
八
九
三
年
）
で
あ
る
。
こ
れ

は
東
京
帝
国
大
学
三
年
次
に
在
学
中
の
漱
石
が
、
同
大
学
文
科
大
学

文
学
談
話
会
で
同
年
一
月
に
行
っ
た
講
演
の
記
録
で
あ
る
。『
哲
学

雑
誌
』
第
八
巻
第
七
十
三
号
〜
第
七
十
六
号
に
四
回
に
分
け
て
掲
載

さ
れ
、
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
最
初
の
『
漱
石
全
集
』
の
第
十

巻
（
一
九
一
八
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

　

漱
石
は
こ
の
中
で
、
ク
ー
パ
ー
、
ト
ム
ソ
ン
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
な

ど
を
引
き
合
い
に
出
し
、
バ
ー
ン
ズ
の
詩
に
表
れ
た
自
然
観
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。「
兄
弟
詩
人
デ
イ
ヴ
ィ
ー
へ
の
書
簡
詩
」（Epistle 

to D
avie, a Brother Poet

）、「
ネ
ズ
ミ
に
寄
せ
て
」、「
山
の
ヒ
ナ

ギ
ク
に
寄
せ
て
」（T

o a M
ountain D

aisy

）、「
連
れ
に
撃
た
れ

た
ウ
サ
ギ
が
よ
ろ
め
き
つ
つ
側
を
通
る
の
を
見
て
」（O

n Seeing 
a W
ounded H

are Lim
p by M

e, W
hich a Fellow

 H
ad Just 

Shot at

）
な
ど
の
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、二
連
ず
つ
引
用
さ
れ
、
論
じ

ら
れ
て
お
り
、
他
の
詩
人
に
比
べ
る
と
バ
ー
ン
ズ
を
よ
り
高
く
評
価

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る）
11
（

。

　

ま
た
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）
に
は
国
木
田
独
歩
が
「
国

木
田
哲
夫
」の
名
で
カ
ー
ラ
イ
ル
の
バ
ー
ン
ズ
論
の
一
節
を
翻
訳
し
、

「
バ
ル
ン
ズ
の
失
敗
」
と
し
て
『
国
民
之
友
』
第
三
一
四
号
に
発
表

し
て
い
る
。

　

明
治
後
期
か
ら
は
、
バ
ー
ン
ズ
の
生
地
を
訪
れ
た
旅
行
記
が
散
見

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
主
な
も
の
に
桜
井
鷗
村
「
蘇
国
詩
人
バ
ー
ン

ス
の
故
郷
」（『
欧
州
見
物
』、
丁
未
出
版
社
、
一
九
〇
九
年
）、
下
田

将
美
「
静
寂
を
思
ふ　

蘇
克
蘭
印
象
記
」（『
山
上
の
展
望
』、昭
文
堂
、
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
七
〇

一
九
二
一
年
）、
大
谷
繞
石
「
エ
ア
の
半
日
」（『
北
の
国
よ
り
』、
敬

文
館
、
一
九
二
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

大
正
期
に
出
版
さ
れ
た
バ
ー
ン
ズ
詩
に
関
す
る
著
書
で
、
特
に
注

目
す
べ
き
も
の
は
岡
倉
由
三
郎
注
釈Select Poem

s of Robert Burns

（
研
究
社
、
一
九
二
三
年
、
以
下
『
バ
ー
ン
ズ
詩
選
』）
で
あ
る
。
こ

れ
は
一
九
二
一
〜
三
二
年
に
か
け
て
全
百
巻
が
刊
行
さ
れ
た
「
英
文

学
叢
書
」
の
一
つ
で
、
内
容
は
序
文
「
不
平
・
満
足
・
自
由
」、
伝
記
、

バ
ー
ン
ズ
の
詩
風
、
発
音
と
綴
字
と
文
法
、
詩
集
・
参
考
書
リ
ス
ト
、

年
譜
、
本
文
か
ら
な
る
極
め
て
充
実
し
た
構
成
で
あ
る
。
本
文
に
は

詩
・
書
簡
詩
が
四
十
編
、
ソ
ン
グ
・
バ
ラ
ッ
ド
が
五
十
七
篇
収
録
さ

れ
て
い
る
。
同
書
は
注
釈
が
非
常
に
優
れ
て
い
た
た
め
、
多
く
の
旧

制
高
校
や
大
学
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
い
う）
12
（

。

二
‐
二　

郁
達
夫
の
バ
ー
ン
ズ
受
容

　

郁
達
夫
は
小
説
「
胃
病
」
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ

ン
リ
ー
の
詩
集
『
病
院
に
て
』（In H

ospital

）
に
つ
い
て
触
れ
、『
病

院
に
て
』
の
完
成
後
も
容
易
に
そ
れ
を
出
版
で
き
な
か
っ
た
詩
人
の

苦
し
み
に
同
情
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヘ
ン
リ
ー
を
知
っ
た
の

は
高
等
学
校
時
代
、
バ
ー
ン
ズ
の
詩
を
通
し
て
で
あ
っ
た
と
書
い
て

い
る
。

　

郁
達
夫
は
「
胃
病
」（
初
出
時
は
「
友
情
與
胃
病
」）
の
発
表
時
に

掲
載
し
た
付
記
の
中
で
、「
胃
病
」
は
当
初
、
病
中
の
随
感
録
と
し

て
書
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
書
い
て
み
る
と
小
説
の
よ
う
な
作
品

に
な
っ
た
た
め
、
短
編
小
説
に
改
め
た
こ
と
を
打
ち
明
け
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
胃
病
」
に
描
か
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
作
者
自

身
が
実
際
に
経
験
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
　

 　

私
と
ヘ
ン
リ
ー
の
最
初
の
接
触
は
、
高
等
学
校
時
代
で
あ
っ

た
。
そ
の
頃
、
私
は
バ
ー
ン
ズ
の
詩
を
熱
心
に
研
究
し
て
い

た
。
私
が
持
っ
て
い
る
バ
ー
ン
ズ
の
詩
集
（Poetical W

orks 
of Robert Burns

）
は
こ
の
ヘ
ン
リ
ー
氏
が
刊
行
し
た
も
の
だ
。

私
は
巻
頭
の
彼
の
バ
ー
ン
ズ
評
伝
を
読
み
、
彼
が
同
情
心
と
識

見
の
あ
る
批
評
家
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た）
13
（

。 

　

岡
倉
由
三
郎
注
釈
『
バ
ー
ン
ズ
詩
選
』
の
「
詩
集
及
び
参
考
書
」

に
は
、「
詩
集
」
の
欄
に
「Poetical W

orks, ed. by W
.E.H
enley

（H
oughton

）」
と
あ
り）

14
（

、
こ
れ
は
郁
達
夫
が
所
有
し
て
い
た
と
い
う

ヘ
ン
リ
ー
の
著
書
で
あ
ろ
う
。『
バ
ー
ン
ズ
詩
選
』
が
出
版
さ
れ
た

の
は
郁
達
夫
が
中
国
に
帰
国
し
た
後
で
あ
り
、
郁
達
夫
が
『
バ
ー
ン

ズ
詩
選
』
か
らPoetical W

orks

を
知
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
だ

が
『
バ
ー
ン
ズ
詩
選
』
がPoetical W

orks

を
参
考
書
リ
ス
ト
に
掲

げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、Poetical W

orks

が
当
時
の
バ
ー
ン
ズ
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郁
達
夫
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ 

一
七
一

研
究
に
お
い
て
重
要
な
資
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

Poetical w
orks

の
構
成
は
、
ヘ
ン
リ
ー
に
よ
る
バ
ー
ン
ズ
評
伝

「Life, Genius, A
chievem

ent

」、
本
文
、
巻
末
に
注
釈
、
用
語
集
、

人
名
・
地
名
索
引
、
冒
頭
句
索
引
、
題
名
索
引
と
い
う
充
実
し
た
も

の
で
あ
る
。
バ
ー
ン
ズ
評
伝
は
五
十
四
頁
に
わ
た
る
長
編
で
、
豊
富

な
注
が
つ
い
て
お
り
、
本
文
は
三
百
二
十
三
頁
で
あ
る）

15
（

。
こ
れ
ら
の

資
料
か
ら
、郁
達
夫
は
か
な
り
網
羅
的
に
バ
ー
ン
ズ
に
つ
い
て
学
び
、

バ
ー
ン
ズ
の
生
涯
と
詩
に
つ
い
て
ま
さ
に
「
熱
心
に
研
究
」
し
て
い

た
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
「
研
究
」
の
基
盤
は
、
郁
達
夫
が
日
本
で
受
け
た
高
等

教
育
と
無
縁
で
は
な
い
。
郁
達
夫
は
一
九
一
三
年
秋
に
日
本
に
留
学

し
、
中
国
人
留
学
生
に
予
備
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

設
さ
れ
た
第
一
高
等
学
校
特
設
予
科
に
一
九
一
四
年
に
入
学
、
翌

一
九
一
五
年
九
月
に
名
古
屋
の
第
八
高
等
学
校
第
三
部
に
入
学
し
て

い
る
。
第
三
部
は
医
科
で
あ
り
、
こ
の
選
択
は
郁
達
夫
と
と
も
に
来

日
し
た
長
兄
の
郁
曼
陀
の
要
望
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
郁

達
夫
自
身
は
文
学
へ
の
志
向
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
八
高
入
学
後

に
第
一
部
（
文
科
）
に
転
部
し
、
こ
れ
が
も
と
で
長
兄
と
齟
齬
を
き

た
し
て
い
る
。

　
『
第
八
高
等
学
校
一
覧
』
第
九
年
度
（
一
九
一
六
〜
一
七
年
）
の

氏
名
一
覧
に
よ
れ
ば
、「
郁
文
」（
郁
達
夫
の
本
名
）
の
所
属
は
第
一

部
丙
類
一
年
、
第
十
年
度
は
第
一
部
丙
類
二
年
、
第
十
一
年
度
は
第

一
部
丙
類
三
年
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

郁
達
夫
が
留
学
し
た
時
代
の
高
等
学
校
で
は
、
外
国
語
の
授
業

は
文
学
作
品
や
評
論
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
た
。
八
高
第
九
年

度
（
一
九
一
六
年
度
）
第
一
部
丙
類
一
年
次
の
英
語
の
テ
キ
ス
ト

は
、D

oyle

のThe G
reen Flag

お
よ
びT

ypical Selections from
 

T
w
elve A

uthors

で
あ
っ
た
。
翌
第
十
年
度
（
一
九
一
七
年
度
）

第
一
部
丙
類
二
年
次
の
英
語
の
テ
キ
ス
ト
は
、Stevenson

のN
ew

 
Arabian N

ights

お
よ
び
同
校
編
のM

acanlay

著M
ilton

と
な
っ
て

い
る
。

　

第
九
年
度
と
第
十
一
年
度
の
一
部
丙
類
三
年
次
お
よ
び
第
十
年

度
三
部
第
三
年
次
の
英
語
テ
キ
ス
ト
に
は
、Carlyle

著Essay on 
Burns

が
採
用
さ
れ
て
い
る）
16
（

。 

　
『
バ
ー
ン
ズ
詩
選
』
の
刊
行
以
前
か
ら
、
バ
ー
ン
ズ
の
詩
は
高
等

学
校
の
英
語
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
バ
ー
ン
ズ
に

対
す
る
注
目
度
も
高
か
っ
た
。
郁
達
夫
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
時
代

に
、
高
等
学
校
の
英
語
の
授
業
を
通
し
て
バ
ー
ン
ズ
を
知
っ
た
と
い

え
る
。

　

日
本
の
高
等
学
校
時
代
の
読
書
体
験
を
通
し
て
、
郁
達
夫
の
読
書

範
囲
は
中
国
古
典
文
学
か
ら
西
欧
文
学
へ
、
創
作
意
欲
は
旧
詩
か
ら
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六
十
二
輯 

一
七
二

小
説
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。そ
の
過
程
で
、バ
ー

ン
ズ
の
受
容
は
比
較
的
早
期
に
行
わ
れ
て
い
た）
17
（

。

　

ま
た
、
前
述
の
夏
目
漱
石
「
英
国
詩
人
の
天
地
山
川
に
対
す
る

観
念
」
を
収
録
し
た
『
漱
石
全
集
』
第
十
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
は

一
九
一
八
年
で
、当
時
郁
達
夫
は
八
高
文
科
三
年
に
在
籍
し
て
お
り
、

熱
心
に
バ
ー
ン
ズ
を
研
究
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
郁
達
夫
が
早

く
か
ら
漱
石
に
注
目
し
、
の
ち
に
漱
石
の
『
文
学
論
』
か
ら
「F+f

」

と
い
う
公
式
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て

も
、
こ
の
時
期
に
郁
達
夫
が
漱
石
の
バ
ー
ン
ズ
論
を
読
ん
で
い
た
可

能
性
は
高
い）
18
（

。

三　

郁
達
夫
作
品
に
お
け
る
バ
ー
ン
ズ

三
‐
一 　
「
還
郷
記
」「
還
郷
後
記
」「
詩
人
の
末
路
」
に
つ

い
て

　

郁
達
夫
が
バ
ー
ン
ズ
に
触
れ
て
い
る
作
品
は
、
前
述
の
「
胃
病
」

の
ほ
か
、散
文
「
還
郷
記
」、「
還
郷
後
記
」、「
詩
人
的
末
路
」（
以
下
、

「
詩
人
の
末
路
」）
の
み
で
あ
る
。

　
「
還
郷
記
」
は
一
九
二
三
年
七
月
二
十
三
日
〜
八
月
二
日
、『
中
華

新
報
』
副
刊
『
創
造
日
』
に
連
載
さ
れ
た
。

　

郁
達
夫
が
郭
沫
若
、
成
仿
吾
、
田
漢
ら
中
国
人
日
本
留
学
生
と
と

も
に
一
九
二
一
年
に
結
成
し
た
文
学
団
体
創
造
社
は
、『
創
造
日
』

に
先
立
つ
機
関
誌
と
し
て
『
創
造
季
刊
』、『
創
造
周
報
』
を
創
刊
、

発
行
し
て
い
た
。
郭
沫
若
『
創
造
十
年
』
に
よ
る
と
、『
創
造
日
』

の
創
刊
は
『
中
華
新
報
』
の
主
筆
張
季
鸞
が
持
ち
か
け
た
も
の
だ
っ

た
。
当
時
、
創
造
社
の
ラ
イ
バ
ル
団
体
と
目
さ
れ
て
い
た
文
学
研
究

会
は
日
刊
紙
『
時
事
新
報
』
に
副
刊
『
学
燈
』
を
も
ち
、
さ
ら
に
北

京
『
晨
報
副
刊
』、
上
海
『
民
国
日
報
』
の
『
覚
悟
』
を
傍
系
と
し

て
発
行
し
て
い
た
。
郁
達
夫
や
成
仿
吾
は
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
よ
り

機
動
力
の
あ
る
日
刊
の
文
芸
誌
を
立
ち
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張

し
た
と
い
う
。『
創
造
日
』
の
創
刊
に
際
し
、『
中
華
新
報
』
か
ら
編

集
費
と
し
て
毎
月
百
元
が
支
給
さ
れ
、
編
集
長
に
就
任
し
た
郁
達
夫

が
こ
の
う
ち
六
十
元
を
取
り
、
成
仿
吾
と
郭
沫
若
は
二
十
元
ず
つ
を

取
っ
た
。
そ
れ
ま
で
貧
苦
に
あ
え
い
で
い
た
郁
達
夫
は
、
こ
の
定
期

収
入
を
受
け
て
創
作
に
よ
り
力
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
郭
沫
若
は

こ
の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　

 　

達
夫
が
そ
の
毎
月
の
六
十
元
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

結
果
と
し
て
大
変
よ
く
、
彼
を
し
て
あ
の
『
還
郷
記
』『
還
郷

後
記
』
お
よ
び
未
完
成
の
『
蘇
州
煙
雨
記
』
等
の
傑
作
を
う
ま

せ
た
。
達
夫
と
し
て
は
当
時
が
恐
ら
く
創
作
慾
の
最
も
旺
盛
な
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時
代
で
あ
っ
た
ろ
う
。
彼
の
筆
調
は
非
常
に
速
く
、
日
本
式
の

新
聞
連
載
小
説
の
や
り
方
に
な
ら
っ
て
、
原
稿
も
毎
日
一
段
ず

つ
書
き
、
書
き
あ
げ
る
と
す
ぐ
持
っ
て
行
っ
て
印
刷
に
付
し

た）
19
（

。

　

こ
の
時
連
載
し
た
の
が
「
還
郷
記
」
で
あ
る
。
生
活
が
安
定
し
て

創
作
に
全
力
を
傾
注
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
中
、
日
本
で
知
っ
た
新

聞
連
載
小
説
の
方
法
を
新
た
に
導
入
し
、
毎
日
書
い
た
も
の
を
す
ぐ

に
印
刷
に
回
す
な
ど
、
郁
達
夫
は
か
な
り
の
意
欲
を
も
っ
て
執
筆
に

取
り
組
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
還
郷
記
」
は
、
外
国
留
学
を
終
え
て
上
海
に
帰
国
し
た
も
の
の

仕
事
が
な
く
、
生
活
苦
か
ら
故
郷
の
浙
江
省
富
陽
に
帰
ろ
う
と
す
る

作
者
の
道
中
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

　

作
者
は
故
郷
に
帰
ろ
う
と
す
る
前
夜
に
友
人
た
ち
と
遅
く
ま
で
語

ら
っ
た
た
め
に
、
出
発
当
日
に
寝
過
し
て
し
ま
い
、
予
定
し
て
い
た

朝
の
杭
州
行
き
急
行
列
車
に
乗
り
遅
れ
る
。
や
む
な
く
鈍
行
に
乗
っ

て
出
発
す
る
が
、
駅
で
見
か
け
た
若
い
女
性
に
妄
想
を
抱
い
て
接
近

し
、
警
戒
さ
れ
、
慌
て
て
二
等
車
の
切
符
を
買
っ
て
し
ま
い
、
さ
ら

に
車
内
で
自
棄
を
起
こ
し
て
飲
み
食
い
し
、
手
持
ち
の
金
の
多
く
を

使
っ
て
し
ま
う
。
窓
外
の
農
村
風
景
に
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
の
も
束
の

間
、
幸
福
そ
う
な
農
民
一
家
を
目
に
し
て
わ
が
身
の
不
幸
を
強
く
感

じ
、
列
車
か
ら
飛
び
降
り
て
自
殺
す
る
考
え
を
起
こ
す
。
デ
ッ
キ
の

柵
に
よ
じ
登
っ
た
と
こ
ろ
で
思
い
と
ど
ま
り
、
打
ち
沈
ん
だ
ま
ま
杭

州
の
旅
館
に
宿
を
と
り
、
宿
帳
に
氏
名
と
職
業
を
書
く
際
、
再
び
無

名
の
ま
ま
漂
泊
す
る
わ
が
身
を
嘆
い
て
涙
を
こ
ぼ
す
。
杭
州
の
街
を

さ
ま
よ
い
歩
き
、
西
湖
の
ほ
と
り
を
散
策
す
れ
ば
若
い
男
女
の
姿
に

あ
て
ら
れ
、宿
に
帰
れ
ば
隣
室
の
客
人
と
娼
婦
の
声
に
悩
ま
さ
れ
る
。

再
び
深
夜
の
杭
州
を
う
ろ
つ
き
、食
事
を
す
る
が
、さ
ら
に
軽
く
な
っ

た
財
布
に
落
ち
込
み
、
湖
の
ほ
と
り
の
高
級
旅
館
の
一
室
に
盗
み
に

入
る
妄
想
を
す
る
。
翌
朝
は
ま
た
も
寝
過
し
、
真
夏
の
太
陽
に
照
ら

さ
れ
、
人
力
車
夫
に
罵
ら
れ
な
が
ら
着
の
身
着
の
ま
ま
杭
州
城
を
出

て
、
い
つ
再
会
す
る
と
も
し
れ
な
い
杭
州
の
街
に
愛
憎
を
込
め
た
別

れ
を
告
げ
る
。

　

以
上
が
「
還
郷
記
」
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
作
者
の
空
想
が
多
く

挿
入
さ
れ
、
自
虐
・
自
嘲
に
満
ち
た
描
写
が
多
く
、
郁
達
夫
の
初
期

の
小
説
に
共
通
す
る
特
徴
を
強
く
表
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
散

文
に
分
類
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
仮
に
小
説
と
し
て
発
表
し
て
も

違
和
感
が
な
い
印
象
を
受
け
る
。

　
「
還
郷
後
記
」
は
一
九
二
三
年
八
月
十
七
日
〜
二
十
一
日
、『
創
造

日
』
に
連
載
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
と
内
容
か
ら
し
て
「
還
郷
記
」
の

続
編
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
杭
州
か
ら
出
発
し
、
故
郷
富
陽
の
家
に

到
着
す
る
ま
で
を
描
い
て
い
る
。
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「
還
郷
後
記
」
は
冒
頭
に
、
六
朝
の
梁
の
詩
人
、
呉
均
（
四
六
九

〜
五
二
〇
年
）
の
「
與
朱
元
思
書
」
の
一
節
を
引
用
す
る
。
桐
廬
か

ら
富
陽
に
至
る
富
春
江
の
美
し
い
風
景
を
描
い
た
部
分
で
あ
る
。

　

続
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
古
い
歌
の
歌
詞
が
引
用
さ
れ
、「
家
庭
の
懐

よ
り
も
良
い
場
所
は
ど
こ
だ
ろ
う
」
と
い
う
中
国
語
訳
か
ら
本
文
が

始
ま
る
。
富
春
江
を
渡
り
、
作
者
の
旅
が
い
よ
い
よ
故
郷
の
家
に
帰

る
最
後
の
段
階
に
入
っ
て
い
く
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

杭
州
城
を
出
て
銭
塘
江
の
岸
辺
に
や
っ
て
き
た
作
者
は
、
付
近
の

崩
れ
か
け
た
飯
屋
で
料
理
を
待
つ
間
、
ま
た
も
空
想
に
ふ
け
る
。
雨

の
中
、
恋
人
が
眠
る
棺
を
船
に
乗
せ
一
人
寄
り
添
っ
て
い
く
自
分
を

妄
想
し
、
過
去
の
恋
人
た
ち
を
一
人
一
人
思
い
返
し
て
涙
す
る
。
心

付
け
を
辞
退
す
る
飯
屋
の
老
婦
人
の
誠
実
さ
に
胸
を
打
た
れ
、
船
の

乗
り
場
に
着
く
と
、
二
人
の
素
朴
な
農
民
に
出
会
う
。
農
民
た
ち
は

地
元
の
名
士
に
訴
え
ら
れ
、
裁
判
の
た
め
杭
州
に
来
て
お
り
、
作
者

は
農
民
た
ち
の
借
金
を
肩
代
わ
り
し
て
や
れ
な
い
無
力
な
自
分
を
恨

む
。乗
船
し
て
出
発
し
よ
う
と
い
う
時
、自
分
に
先
立
ち
故
郷
へ
帰
っ

た
妻
か
ら
の
手
紙
を
思
い
出
す
。
栄
養
不
良
の
子
供
を
抱
い
て
一
人

列
車
に
乗
っ
た
妻
と
の
別
れ
の
場
面
を
想
起
し
、
列
車
を
追
い
か
け

る
自
分
を
空
想
す
る
。
船
上
か
ら
眺
め
る
両
岸
の
農
村
風
景
に
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
詩
人
ヘ
シ
オ
ド
ス
の
作
品
世
界
を
連
想
す
る
も
、
故
郷

が
近
づ
い
た
こ
と
に
暗
澹
と
し
た
気
持
ち
に
な
る
。
故
郷
の
県
城
に

到
着
後
、
家
と
は
反
対
の
方
向
に
向
か
い
、
土
地
廟
で
二
時
間
を
過

ご
し
、
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
頃
に
実
家
の
裏
門
か
ら
中
へ
入
る
。
母

親
と
妻
の
話
し
声
を
聞
き
な
が
ら
そ
っ
と
二
階
へ
上
が
り
、
妻
の
部

屋
で
眠
る
。
夜
半
に
部
屋
に
戻
っ
た
妻
と
再
会
し
、
涙
に
く
れ
な
が

ら
と
も
に
死
ぬ
方
法
を
相
談
す
る
。

　

自
虐
の
中
に
も
若
干
の
明
る
さ
を
感
じ
さ
せ
た
「
還
郷
記
」
に
比

べ
る
と
、「
還
郷
後
記
」
は
重
く
暗
い
印
象
が
強
い
。
旅
行
記
と
い

う
よ
り
も
、
現
在
の
苦
し
み
に
つ
な
が
る
過
去
の
思
い
出
を
想
起
し

悲
嘆
に
く
れ
る
場
面
が
中
心
で
あ
る
。

　
「
詩
人
の
末
路
」
は
「
還
郷
記
」
と
「
還
郷
後
記
」
の
間
、

一
九
二
三
年
八
月
一
二
日
に
書
か
れ
、
同
年
八
月
一
四
日
に
『
中
華

新
報
』副
刊『
創
造
日
』第
二
一
期
に
掲
載
さ
れ
た
。
バ
ー
ン
ズ
、キ
ー

ツ
、
ト
ム
ソ
ン
を
挙
げ
、
世
間
に
容
れ
ら
れ
な
い
詩
人
の
苦
し
み
を

嘆
い
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
バ
ー
ン
ズ
に
つ
い
て
は
、「
耕
農
詞
客
」「the 

Ploughm
an Bard

」（
農
民
詩
人
）
と
し
て
、
貧
困
の
果
て
に
ジ
ャ

マ
イ
カ
に
移
民
し
よ
う
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
バ
ー
ン
ズ

の
言
葉
と
し
て
「
ジ
ー
ン
よ
、
百
年
後
に
彼
ら
は
私
の
真
価
を
知
る

だ
ろ
う
」
と
書
い
て
い
る
。

　

ジ
ー
ン
と
は
、
当
時
結
婚
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
バ
ー
ン
ズ
の
妻
の

名
で
あ
る
。「
還
郷
後
記
」
で
も
、
綴
り
が
異
な
る
が
ジ
ー
ン
の
名
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を
引
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
川
岸
の
飯
屋
で
、
雨

中
を
船
で
行
く
自
分
を
妄
想
し
た
場
面
で
、
作
者
は
棺
の
中
の
恋

人
に
向
か
い
「Jeanne! 

僕
た
ち
は
帰
る
ん
だ
よ
、
も
う
船
が
出
る

よ
！
」と
呼
び
か
け
る）
20
（

。
恋
人
と
引
き
裂
か
れ
、貧
困
の
あ
ま
り
ジ
ャ

マ
イ
カ
に
渡
ろ
う
と
し
た
バ
ー
ン
ズ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
郁
達
夫
に

と
っ
て
か
な
り
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
詩
人
の
末
路
」
は
、
才
能
を
認
め
ら
れ
ず
に
世
を
去
る
詩
人
た

ち
の
姿
を
そ
の
ま
ま
自
分
自
身
に
投
影
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
特
に
バ
ー
ン
ズ
を
冒
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
も
、
当
時
の
郁
達
夫
に
と
っ
て
は
バ
ー
ン
ズ
の
存
在
が
ひ
と

き
わ
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
還
郷
記
」、「
詩
人
の
末
路
」、「
還
郷
後
記
」
と
三
作
品
連
続
で
、

落
ち
ぶ
れ
て
失
意
の
う
ち
に
漂
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
詩
人
の
姿

を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
郁
達
夫
は
バ
ー
ン
ズ
の

人
生
を
自
分
自
身
の
運
命
に
引
き
よ
せ
、
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
て
い

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
次
節
で
は
、「
還
郷
記
」
と
「
還
郷
後
記
」

の
バ
ー
ン
ズ
引
用
を
さ
ら
に
詳
細
に
み
て
い
き
た
い
。

三
‐
二　

エ
イ
ン
ズ
リ
ー
『
バ
ー
ン
ズ
生
地
探
訪
記
』

　
「
還
郷
記
」
第
一
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 

”
恩
斯
来
的
那
本
《
彭
思
生
里
参
拜
记
》，
你
念
到
什
么
地
方

了
？
“

”三
个
东
部
的
野
人
，

三
个
方
正
的
男
子
，

他
们
起
了
崇
高
的
心
愿
，

想
去
看
看
什
，
泻
，
奥
夫
，
欧
耳
。“

”你
真
记
得
牢
！
“

　
　

 「
エ
イ
ン
ズ
リ
ー
の
『
バ
ー
ン
ズ
生
地
探
訪
記
』
は
、
き
み
、

ど
こ
ま
で
読
ん
だ
？
」

「『
東
に
三
人
の
野
人
が
お
り
ま
し
た
、
正
直
者
の
三
人
男
。
こ

の
三
人
、
厳
か
に
誓
い
を
立
て
ま
し
た
、
エ
ア
シ
ャ
イ
ア
を
見

物
し
に
行
こ
う
と
』」

「
よ
く
覚
え
て
い
る
も
の
だ
な
！
」）
21
（

　

こ
れ
は
、
主
人
公
が
上
海
出
発
の
前
夜
、
遅
く
ま
で
友
人
た
ち
と

語
り
明
か
し
た
場
面
の
回
想
で
あ
る
。

　
「
エ
イ
ン
ズ
リ
ー
の
『
バ
ー
ン
ズ
生
地
探
訪
記
』」
と
は
、H

ew
 

A
inslie

（
一
七
九
二
〜
一
八
七
八
年
）
のA Pilgrim

age to the 
Land of Burns

（
一
八
二
二
年
）
を
指
し
、
原
タ
イ
ト
ル
に
基
づ
い

て
訳
せ
ば
「
バ
ー
ン
ズ
の
国
巡
礼
記
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
エ
イ
ン
ズ

000　大久保洋子氏.indd   一七五000　大久保洋子氏.indd   一七五 2017/02/17   14:12:192017/02/17   14:12:19



國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
七
六

リ
ー
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
詩
人
で
、
同
書
は
エ
イ
ン
ズ
リ
ー

の
代
表
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
方
言
を
交
え
た

英
文
で
書
か
れ
た
同
書
に
つ
い
て
、
詳
細
な
読
解
は
論
者
の
能
力
の

及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
全
体
像
に
つ
い
て
い
え
ば
、
エ
イ
ン

ズ
リ
ー
自
身
の
詩
作
品
を
随
所
に
挿
入
し
た
バ
ー
ン
ズ
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
同
書
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
作
家
、サ
ー
・

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
（
一
七
七
一
〜
一
八
三
二
年
）
の
小
説

The Antiguary

（「
好
古
家
」、
一
八
一
六
年
）
に
描
か
れ
る
、
老
い

た
乞
食
に
し
て
哲
人
の
イ
ー
デ
ィ
ー
・
オ
ウ
キ
ル
ト
リ
ー
（Edie 

O
chiltree

）
を
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
文
学
そ
の

も
の
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
一
八
一
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
、
ス
コ
ッ
ト
と
親
し

く
交
際
し
た
ア
メ
リ
カ
の
作
家
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ

（
一
七
八
三
〜
一
八
五
九
年
）
は
『
ス
コ
ッ
ト
邸
訪
問
記
』
の
中
で
、

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
の
生
地
エ
ア
を
訪
れ
た
際
、
地
元
の
大
工

が
バ
ー
ン
ズ
の
亡
父
の
墓
に
案
内
し
て
く
れ
、「
バ
ー
ン
ズ
の
詩
が

も
っ
と
も
貧
し
く
無
学
な
田
舎
の
人
達
に
さ
え
も
馴
染
み
深
く
、
彼

の
詩
に
よ
っ
て
エ
ア
の
地
は
い
っ
そ
う
美
し
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
」
と
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
一
七
八
七

年
ご
ろ
に
バ
ー
ン
ズ
と
邂
逅
し
た
ス
コ
ッ
ト
は
、
バ
ー
ン
ズ
を
「
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
誇
り
」
と
称
え
、
そ
の
豊
か
な
詩
的
感
性
を
称
揚

し
て
い
た
と
い
う）

22
（

。
バ
ー
ン
ズ
と
彼
の
詩
は
一
時
代
、
一
地
域
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
文
学
そ
の
も
の
を
代
表
す
る
ま
さ
に

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
相
続
す
べ
き
国
家
財
産
」、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
人
が
「
真
に
自
分
た
ち
の
も
の
と
呼
び
得
る
も
の）
23
（

」
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
エ
イ
ン
ズ
リ
ー
の
『
バ
ー
ン
ズ
生
地
探

訪
記
』
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
言
語
空
間
の
中
で
著
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
に
違
い
な
い
。

　

だ
が
「
還
郷
記
」
に
お
け
る
『
バ
ー
ン
ズ
生
地
探
訪
記
』
の
記
述

は
い
さ
さ
か
唐
突
な
感
が
あ
る
。
若
い
知
識
青
年
た
ち
の
会
話
の
中

で
、
時
代
に
迎
合
し
て
表
層
的
な
成
功
を
収
め
る
文
人
を
揶
揄
す
る

流
れ
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
文
学
に
関
す
る
作
者
の
知

識
を
ひ
け
ら
か
す
目
的
で
書
か
れ
た
と
し
か
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い

側
面
が
あ
る
。

　

会
話
に
引
用
さ
れ
る
『
探
訪
記
』
冒
頭
の
詩
は
、
エ
イ
ン
ズ
リ
ー

の
原
文
で
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

T
here w

ere three carles in the east,
T
hree carles of credit fair,
A
nd they ha'e vow

'd a solem
n vow

,
T
o see the shire of A

yr
.

）
24
（
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郁
達
夫
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ 

一
七
七

　
「
還
郷
記
」
で
は
、
こ
の
部
分
は
英
文
で
は
な
く
、
中
国
語
の
意

訳
と
音
訳
を
混
ぜ
た
形
で
書
か
れ
て
お
り
、
特
に
「
什
，

，
奥
夫
，

欧
耳
」
が
「T

o see the shire of A
yr

」
の
音
訳
で
あ
る
こ
と
は
、

『
探
訪
記
』
を
読
ん
だ
者
で
な
け
れ
ば
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

実
は
、
こ
れ
は
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
の
詩
「
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
レ

イ
コ
ー
ン
」
の
冒
頭
の
四
句
を
エ
イ
ン
ズ
リ
ー
が
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
還
郷
記
」
の

こ
の
一
節
は
、
作
者
と
知
識
を
共
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
そ
の
面
白

さ
を
感
受
で
き
な
い
、い
わ
ば「
内
輪
受
け
」の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
の
中
国
の
青
年
読
者
が
バ
ー
ン
ズ
に
関
す
る
知
識
を
ど
れ
ほ

ど
持
っ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
仮
に
こ
の
一
節
を
読
み
取
れ
た
場

合
、
そ
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
後
に
続
く
で
あ
ろ
う
作
者
の
道

中
記
が
、
バ
ー
ン
ズ
に
代
表
さ
れ
る
西
欧
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
世
界

観
を
背
景
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

作
者
は
道
中
、
数
々
の
見
知
ら
ぬ
女
性
を
恋
愛
の
対
象
と
し
て
妄

想
し
、
旅
を
進
め
る
ご
と
に
軽
く
な
る
財
布
に
心
を
痛
ま
せ
、
農
村

の
の
ど
か
な
風
景
に
あ
こ
が
れ
と
称
賛
の
念
を
抱
き
つ
つ
も
、
名
を

立
て
る
こ
と
が
叶
わ
ず
故
郷
に
敗
走
す
る
自
分
を
深
く
嘆
く
。
権
力

を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
政
治
家
や
軍
人
を
呪
い
、
杭
州
の
麗
し
い
風

景
を
愛
す
る
一
方
で
、
腐
敗
す
る
そ
の
街
に
恨
み
を
抱
く
。

　

こ
う
し
た
作
者
の
姿
は
、
貧
困
に
苦
し
み
な
が
ら
幾
多
の
恋
愛
を

重
ね
、同
時
に
強
い
愛
国
心
を
も
っ
て
政
治
に
関
わ
っ
た
農
村
詩
人
、

バ
ー
ン
ズ
と
多
く
の
面
で
重
な
っ
て
い
る
。

三
‐
三　
「
山
の
ヒ
ナ
ギ
ク
に
寄
せ
て
」
の
引
用

　
「
還
郷
後
記
」
で
は
、
杭
州
の
銭
塘
江
の
岸
辺
、
富
陽
へ
向
か
う

船
の
乗
り
場
で
主
人
公
が
二
人
の
農
民
と
会
話
す
る
場
面
で
、
バ
ー

ン
ズ
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

農
民
の
一
人
は
、
地
元
の
名
士
か
ら
支
払
い
の
件
で
訴
え
ら
れ
た

た
め
、
農
繁
期
の
人
手
不
足
を
押
し
て
杭
州
ま
で
裁
判
に
や
っ
て
き

た
と
、
訛
り
の
混
じ
っ
た
言
葉
で
主
人
公
に
打
ち
明
け
る
。
主
人
公

は
農
民
を
救
っ
て
や
る
だ
け
の
金
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
自
分
を

嘆
き
、
次
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
く
。

　
　

T
hou’s m

et m
e in an evil hour,

…
…

T
o spare thee now

 is past m
y pow

er,

…
…

　

こ
れ
は
バ
ー
ン
ズ
の
詩
「
山
の
ヒ
ナ
ギ
ク
に
寄
せ
て
」（
一
七
八
六
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會
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第
六
十
二
輯 

一
七
八

年
）
の
冒
頭
の
二
句
で
、
副
題
は
「
鋤
で
そ
の
一
本
を
掘
り
返
し

た
際
に
、
一
七
八
六
年
四
月
」（O

n T
urning O

ne D
ow
n w
ith 

the Plough in A
pril,1786

）
で
あ
る
。
原
文
は
諸
版
あ
る
が
、
郁

達
夫
が
愛
読
し
た
と
い
う
ヘ
ン
リ
ー
の
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

W
EE,m

odest,crim
son-tipped fl ow

’r,
T
hou’s m

et m
e in an evil hour;

For I m
aun crush am

ang the stoure

　
　
　
　
　
　
　
　

T
hy slender stem

;
T
o spare thee now

 is past m
y pow

’r,

　
　
　
　
　
　
　
　

T
hou bonnie gem

.
）
25
（

 

　

和
訳
も
諸
版
あ
る
が
、
比
較
的
原
文
に
忠
実
と
思
わ
れ
る
生
田
春

月
訳
『
バ
ー
ン
ス
詩
集
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

小
さ
な　

内
氣
な　

紅
い
小
首
か
し
げ
た
花
よ

　

わ
る
い
時
に
お
前
は
私
に
會
つ
た

土
く
れ
の
中
で　

お
前
の
弱
々
し
い
茎
を

　

お
ま
へ
は
わ
た
し
に
踏
み
つ
け
ら
れ
た
か
ら

今
お
前
を
た
す
け
る
事
は　

わ
た
し
に
出
来
は
し
な
い

　

お
前　

可
愛
ゆ
い
寶
玉
よ）
26
（

　

こ
の
詩
は
バ
ー
ン
ズ
が
畑
を
耕
し
た
際
に
ヒ
ナ
ギ
ク
を
掘
り
返
し

て
し
ま
い
、
そ
の
可
憐
な
花
を
悼
む
詩
で
あ
る
。
同
時
に
、
一
途
な

愛
に
欺
か
れ
た
田
舎
の
乙
女
を
掘
り
返
さ
れ
た
ヒ
ナ
ギ
ク
に
仮
託

し
、小
さ
な
命
の
哀
れ
な
運
命
を
嘆
く
詩
人
に
も
同
じ
運
命
が
訪
れ
、

や
が
て
詩
人
を
押
し
つ
ぶ
す
だ
ろ
う
と
い
う
予
言
で
も
あ
る
。
自
然

を
歌
い
、
小
さ
な
生
命
に
同
情
を
寄
せ
た
農
民
詩
人
、
バ
ー
ン
ズ
の

代
表
作
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
還
郷
後
記
」
の
主
人
公
が
不
幸
な

農
民
に
寄
せ
て
、
彼
を
救
え
な
い
こ
と
を
嘆
く
場
面
に
こ
の
詩
を
引

用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

伝
記
に
よ
る
と
、
バ
ー
ン
ズ
が
二
十
歳
の
こ
ろ
、
父
ウ
ィ
リ
ア
ム

が
借
地
代
を
滞
納
す
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
差
し
押
さ
え
の
令
状

が
執
行
さ
れ
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
裁
判
に
訴
え
た
事
件
が
あ
っ
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
は
裁
判
に
勝
訴
し
た
も
の
の
、
訴
訟
費
用
で
す
べ
て
の

蓄
え
を
使
い
果
た
し
、
数
日
後
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う）

27
（

。

　

郁
達
夫
は
地
元
の
名
士
に
訴
え
ら
れ
て
裁
判
に
赴
く
農
民
の
姿

に
、バ
ー
ン
ズ
の
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
想
起
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
詩
を
知
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
同
様
の
運
命
が
詩

人
に
も
降
り
か
か
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
。
つ
ま
り
「
還
郷
後
記
」
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郁
達
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と
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バ
ー
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・
バ
ー
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ズ 

一
七
九

の
作
者
は
、
こ
の
詩
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
ー
ン
ズ
の
詩

に
関
す
る
作
者
自
身
の
知
識
を
示
し
、
農
民
の
不
幸
に
対
し
て
無
力

な
自
分
自
身
を
歌
う
だ
け
で
な
く
、
作
品
後
半
に
お
け
る
主
人
公
の

不
幸
な
運
命
を
暗
示
し
、
そ
の
こ
と
が
読
者
に
予
感
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
の
だ
。

三
‐
四　

引
用
の
意
図
と
効
果

　
「
還
郷
記
」「
還
郷
後
記
」
に
挿
入
さ
れ
る
バ
ー
ン
ズ
に
関
す
る

叙
述
は
、
数
少
な
い
な
が
ら
も
、
自
ら
の
生
の
あ
り
よ
う
を
バ
ー
ン

ズ
の
人
生
に
な
ぞ
ら
え
て
描
こ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
を
垣
間
見
せ

る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
よ
り
強
く
読
者
に
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
作

者
自
身
の
中
国
古
典
文
学
に
関
す
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
。

　
「
還
郷
記
」
で
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
英
雄
カ
エ
サ
ル
の
故
事
や
、

ダ
ン
テ
『
神
曲
』
に
ち
な
ん
だ
表
現
が
登
場
す
る
も
の
の
、
よ
り
多

い
の
は
中
国
古
代
神
話
の
引
用
、
漢
代
文
人
や
唐
代
詩
人
の
故
事
、

詩
の
一
節
、
明
代
戯
曲
の
一
節
な
ど
、
中
国
伝
統
文
学
の
典
故
で
あ

る
。
上
海
北
駅
で
列
車
を
待
つ
主
人
公
が
自
ら
の
不
遇
を
嘆
い
て
喩

え
る
「
林
に
宿
る
飛
び
疲
れ
た
鳥
や
谷
間
に
帰
る
衰
え
た
狐）
28
（

」
は
、

楚
辞
九
章
・
哀
郢
の
「
孤
死
首
丘
」
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
作
者
の
旅
と
叙
述
が
進
む
に
つ
れ
て
、
読
者
の
眼

前
に
は
中
国
古
典
文
学
の
世
界
が
よ
り
多
く
展
開
さ
れ
る
。
作
者
が

属
す
る
世
界
は
、
西
欧
文
学
の
世
界
よ
り
も
む
し
ろ
中
国
古
典
の
世

界
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　
「
還
郷
後
記
」
で
は
、
作
者
の
内
面
世
界
が
よ
り
多
く
描
か
れ
る
。

陶
淵
明
の
五
柳
先
生
に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
た
り
、
農
村
の
の
ど
か
な

風
景
に
平
和
な
神
話
の
材
料
を
見
出
し
た
り
も
す
る
が
、
作
者
に
は

も
は
や
文
学
の
世
界
に
浸
る
余
裕
は
な
い
。
こ
と
あ
る
ご
と
に
自
ら

の
過
去
を
想
起
し
、
現
在
に
つ
な
が
る
過
去
の
苦
し
み
を
思
い
返
し

て
は
涙
に
く
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。「
還
郷
後
記
」
の
冒
頭
に
掲
げ

ら
れ
た
呉
均
の
詩
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
歌
詞
は
、
本
来
は
故
郷
の
風
景

の
美
し
さ
と
家
庭
の
暖
か
さ
を
示
す
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
本
来
暖

か
く
麗
し
い
存
在
で
あ
る
は
ず
の
故
郷
に
も
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
な
い
作
者
の
悲
哀
を
逆
説
的
に
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る）
29
（

。

　

外
国
帰
り
で
西
欧
文
学
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
作
者
の
帰
郷
、
そ

の
途
上
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
西
欧
ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
世
界
に

身
を
浸
そ
う
と
し
な
が
ら
も
、
中
国
古
典
文
学
の
世
界
に
回
帰
せ
ざ

る
を
得
な
い
作
者
自
身
の
姿
で
あ
る
。
憧
れ
の
詩
人
の
人
生
に
共
鳴

し
、
自
ら
の
運
命
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
も
、
現
実
の
生
活
が
作
者

を
圧
迫
す
る
。
こ
の
二
作
品
は
、
理
想
と
現
実
、
西
欧
と
中
国
の
狭

間
で
引
き
裂
か
れ
る
中
国
近
代
の
青
年
知
識
人
の
姿
を
描
い
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
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第
六
十
二
輯 

一
八
〇

お
わ
り
に

　
「
還
郷
記
」「
還
郷
後
記
」
は
、
外
国
で
学
問
を
修
め
な
が
ら
も
祖

国
で
名
を
上
げ
ら
れ
ず
、
失
意
の
う
ち
に
故
郷
へ
帰
る
青
年
作
家
の

姿
を
描
い
て
い
る
。
数
々
の
恋
愛
を
重
ね
、
社
会
の
格
差
と
不
正
に

憤
り
、
貧
苦
に
涙
す
る
姿
は
、
貧
困
の
う
ち
に
生
涯
を
閉
じ
た
抒
情

詩
人
バ
ー
ン
ズ
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
中
国
古
典
文

学
か
ら
の
豊
富
な
引
用
と
典
故
は
、
祖
国
の
伝
統
文
学
に
対
す
る
重

厚
な
知
識
を
も
つ
作
者
自
身
の
本
来
帰
属
す
る
世
界
を
も
示
し
て
い

る
。

　

郁
達
夫
の
作
品
に
は
、
本
論
で
触
れ
た
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
だ

け
で
な
く
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
や
ハ
イ
ネ
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
複
数
の

西
欧
文
学
作
品
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
す
で
に
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル

ド
や
ル
ソ
ー
な
ど
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
優
れ
た
考
察
が
発
表
さ
れ

て
い
る
が）
30
（

、
研
究
が
待
た
れ
る
点
も
数
多
い
。
特
に
初
期
の
作
品
群

の
表
現
に
お
い
て
は
、
日
本
近
代
文
学
と
の
影
響
関
係
が
繰
り
返
し

指
摘
さ
れ
る
中
で
、
西
欧
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
引
用
の
指
摘

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
深
く
検
討
し

て
い
き
た
い
。

注（
１
） 　

范
文
玲
「
郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
外
国
語
表
現
に
つ
い
て
」、『
人
間
文

化
創
成
科
学
論
叢
』
第
一
七
巻
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
間
文
化
創
成
科

学
研
究
科
、
二
〇
一
四
年
。

（
２
） 　

照
山
顕
人
「
バ
ー
ン
ズ
の
生
涯
と
作
品
」、
木
村
正
俊
、
照
山
顕
人
編

『
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
民
詩
人
』、
晶
文
社
、

二
〇
〇
八
年
、
第
四
十
三
頁
。

　
　

 　

な
お
、
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
木
村
正
俊
「
序
論　

バ
ー
ン
ズ
の
現

在―

リ
ア
ル
な
詩
人
像
を
求
め
て
」
に
よ
る
と
、
バ
ー
ン
ズ
が
生
ま
れ

育
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
地
方
の
エ
ア
シ
ャ
ー
は
、
生
き

た
言
語
と
し
て
は
ス
コ
ッ
ツ
語
が
伝
統
的
に
話
さ
れ
て
い
た
地
域
だ
が
、

バ
ー
ン
ズ
の
時
代
に
は
す
で
に
英
語
も
使
わ
れ
て
お
り
、
バ
ー
ン
ズ
は
二

重
の
言
語
文
化
圏
で
育
っ
た
。
ス
コ
ッ
ツ
語
は
一
般
に
は
英
語
の
一
方
言

と
受
け
取
ら
れ
や
す
い
が
、
最
近
で
は
、
方
言
で
は
な
く
一
つ
の
独
立
し

た
言
語
と
し
て
扱
う
の
が
優
勢
な
考
え
方
だ
と
い
う
。

（
３
） 　

木
村
正
俊
「
バ
ー
ン
ズ
と
政
治
」、
木
村
正
俊
、
照
山
顕
人
編
『
ロ
バ
ー

ト
・
バ
ー
ン
ズ　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
民
詩
人
』、
晶
文
社
、
二
〇
〇
八

年
、
第
三
四
三
頁
。

（
４
） 　

岡
地
嶺
『
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ　

人
・
思
想
・
時
代
』、
開
文
社
出
版
、

一
九
九
〇
年

（
５
） 　

バ
ー
ン
ズ
の
伝
記
は
木
村
正
俊
、
照
山
顕
人
編
『
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
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郁
達
夫
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ 

一
八
一

ズ　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
民
詩
人
』（
晶
文
社
、二
〇
〇
八
年
）
の
ほ
か
、

岡
地
嶺
『
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ　

人
・
思
想
・
時
代
』（
開
文
社
出
版
、

一
九
九
〇
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
６
） 　

岡
地
嶺
『
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ　

人
・
思
想
・
時
代
』、
開
文
社
出
版
、

一
九
九
〇
年
、
第
三
頁
。

（
７
） 　

バ
ー
ン
ズ
詩
の
和
文
タ
イ
ト
ル
は
主
に
『
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
詩
集
』

増
補
改
訂
版（
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
研
究
会
編
訳
、国
文
社
、二
〇
〇
九
年
）

に
よ
る
。

（
８
） 　

木
村
正
俊
「
序
論　

バ
ー
ン
ズ
の
現
在―

リ
ア
ル
な
詩
人
像
を
求
め

て
」、
木
村
正
俊
、
照
山
顕
人
編
『
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ　

ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
国
民
詩
人
』、
晶
文
社
、
二
〇
〇
八
年
、
第
十
五
頁
。

（
９
） 　

郁
達
夫
の
恋
愛
と
結
婚
生
活
に
つ
い
て
は
、
高
橋
み
つ
る
「
郁
達
夫
と

孫
荃
・
王
映
霞―

家
・
家
族
・
愛
の
視
点
か
ら
」
上
、
中
、
下
の
一
（『
愛

知
教
育
大
学
研
究
報
告
（
人
文
・
社
会
科
学
編
』
五
五
〜
五
七
、二
〇
〇
六

〜
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
郁
達
夫
の
伝
記
に
つ
い
て
は
伊
藤
虎

丸
、
稲
葉
昭
二
、
鈴
木
正
夫
編
『
郁
達
夫
資
料
総
目
録
附
年
譜
』
下
（
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
刊
行
委
員
会
、

一
九
九
〇
年
）
に
よ
っ
た
。

（
10
） 　

難
波
利
夫
『
日
本
に
お
け
る
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
書
誌
』、
荒
竹
出
版
、

一
九
七
七
年
。

（
11
） 　

夏
目
漱
石
「
英
国
詩
人
の
天
地
山
川
に
対
す
る
観
念
」、『
漱
石
全
集
』

第
十
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。

（
12
） 　

照
山
顕
人
「
日
本
で
の
バ
ー
ン
ズ
受
容
」、
木
村
正
俊
、
照
山
顕
人
編
前

掲
書
、
第
五
一
六
頁
。

（
13
） 　

郁
達
夫
「
友
情
与
胃
病
」、上
海
『
平
民
』
周
刊
第
七
十
四
〜
七
十
七
期
、

一
九
二
一
年
。
同
作
は
一
九
二
七
年
、『
郁
達
夫
全
集
』
第
二
巻
『
鶏
肋
集
』

に
収
録
時
、「
胃
病
」
と
改
題
さ
れ
た
。
引
用
は
『
郁
達
夫
全
集
』
第
一
巻
、

浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
第
八
十
一
頁
。
以
後
、
郁
達
夫
作
品

の
引
用
は
同
全
集
に
よ
る
。
日
本
語
は
主
と
し
て
拙
訳
に
よ
る
。

　
　

 　

原
文
：
我
和
亨
利
的
第
一
次
接
触
，
是
在
高
等
学
校
时
代
。
那
时
候
我

正
在
热
心
研
究
彭
思Burns

的
诗
。
我
所
有
的
彭
思
的
诗
集
（Poetical 

W
orks of Robert Burns

）
就
是
这
一
位
亨
利
先
生
印
行
的
。
我
读
了
他

的
卷
头
的
彭
思
评
传
，
就
知
道
他
是
一
个
有
同
情
有
识
见
的
批
评
家
。

（
14
） 　Select Poem

s of Robert Burns, 

英
文
学
叢
書
、
岡
倉
由
三
郎
注
、
研
究

社
、
一
九
二
三
年
。

（
15
）　 W

illiam
 Ernest H

enley, The C
om

plete Poetical W
orks of Robert 

Burns, Boston, H
oughton M

iffl  in and com
pany, 1897.

（
16
） 　
『
第
八
高
等
学
校
一
覧
』
第
九
年
度
（
自
大
正
五
年
至
大
正
六
年
）
〜
第

十
一
年
度（
自
大
正
七
年
至
大
正
八
年
）、第
八
高
等
学
校
編
、一
九
二
六
年
。

（
17
） 　

郁
達
夫
の
読
書
体
験
に
つ
い
て
は
、
大
東
和
重
『
郁
達
夫
と
大
正
文
学

―
〈
自
己
表
現
〉
か
ら
〈
自
己
実
現
〉
の
時
代
へ
』
第
二
章
「
日
本
留

学
時
代
の
読
書
体
験
」（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
に
詳
し
い
。
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六
十
二
輯 

一
八
二

（
18
） 　

郁
達
夫
「
介
紹
一
個
文
学
的
公
式
」、『
晨
報
副
鐫
』「
芸
林
旬
刊
」
第

十
五
号
、
一
九
二
五
年
九
月
十
日
お
よ
び
『
晨
報
副
鐫
』
第
一
二
六
九
号
、

同
年
九
月
十
一
日
。

（
19
） 　

郭
沫
若
「
創
造
十
年
」、『
創
造
十
年
・
続
創
造
十
年
』、
松
枝
茂
夫
訳
、

岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
第
一
六
八
頁
。

（
20
） 　

郁
達
夫
「
還
郷
後
記
」、『
郁
達
夫
全
集
』
第
三
巻
、
浙
江
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
、
第
四
〇
頁
。

　
　
　

原
文
：Jeanne! 

我
们
要
回
去
了
，
我
们
要
开
船
了
！

（
21
） 　

原
文
は
『
郁
達
夫
全
集
』
第
三
巻
、
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、

第
十
二
頁
。
訳
文
は
拙
訳
「
還
郷
記
」、
中
国
一
九
三
〇
年
代
文
学
研
究
会

編
『
中
国
現
代
散
文
傑
作
選
一
九
二
〇
‐
一
九
四
〇　

戦
争
・
革
命
の
時

代
と
民
衆
の
姿
』、
二
〇
一
六
年
、
第
二
〇
四
頁
。

（
22
） 　

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
『
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
邸
訪
問
記
』、
齊
藤
昇
訳
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
第
三
十
二
頁
、
第
一
三
七
頁
。

（
23
） 　

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
『
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
邸
訪
問
記
』、
齊
藤
昇
訳
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
第
三
十
四
頁
。

（
24
） 　H

ew
 A
inslie, A Pilgrim

age to the Land of Burns, 1822, p.1.　

出
版

社
不
詳
。

（
25
） 　W

illiam
 Ernest H

enley, The C
om

plete Poetical W
orks of Robert 

Burns, Boston, H
oughton M

iffl  in and com
pany, 1897, p.38.

（
26
） 　
「
山
の
雛
菊
に
」、『
バ
ー
ン
ス
詩
集
』（
泰
西
詩
人
叢
書
第
三
編
）、
生
田

春
月
訳
、
聚
英
閣
、
一
九
二
三
年
、
第
一
〇
五
頁
。

（
27
） 　

照
山
顕
人
「
バ
ー
ン
ズ
の
生
涯
と
作
品
」、
木
村
正
俊
、
照
山
顕
人
編

『
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
民
詩
人
』、
晶
文
社
、

二
〇
〇
八
年
、
第
四
十
九
頁
。

（
28
） 　

郁
達
夫
「
還
郷
記
」、
拙
訳
、
中
国
一
九
三
〇
年
代
文
学
研
究
会
編
『
中

国
現
代
散
文
傑
作
選
一
九
二
〇
‐
一
九
四
〇　

戦
争
・
革
命
の
時
代
と
民

衆
の
姿
』、
二
〇
一
六
年
、
第
二
〇
九
頁
。

（
29
） 　

こ
の
よ
う
な
逆
説
の
叙
事
は
郁
達
夫
の
小
説「
蔦
蘿
行
」に
も
み
ら
れ
る
。

詳
し
く
は
拙
論
「
郁
達
夫
『
蔦
蘿
行
』
を
め
ぐ
る
初
歩
的
考
察―

そ
の

表
現
と
作
家
イ
メ
ー
ジ
」（『
神
話
と
詩
』
第
十
二
号
、二
〇
一
四
年
）
参
照
。

な
お
同
論
文
で
は
郁
達
夫
の
妻
子
が
上
海
か
ら
帰
郷
し
た
日
を
二
月
と
し

て
「
蔦
蘿
行
」
の
事
実
性
に
疑
問
を
示
し
た
が
、「
還
郷
記
」「
還
郷
後
記
」

の
記
述
は
「
蔦
蘿
行
」
の
設
定
と
合
致
し
て
お
り
、こ
の
点
か
ら
み
る
と
「
蔦

蘿
行
」
の
日
付
に
関
す
る
記
述
は
事
実
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。

（
30
） 　

例
え
ば
大
東
和
重
『
郁
達
夫
と
大
正
文
学―

〈
自
己
表
現
〉
か
ら
〈
自

己
実
現
〉
の
時
代
へ
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
な
ど
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

郁
達
夫　

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
、「
還
郷
記
」、「
還
郷
後
記
」、

中
国
近
代
文
学
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